
高品質『いちほまれ』の収量（0.5俵/10a）アップを目指して‼

１．生育調査結果

２．中干し開始 / 溝切りで品質・収量向上

●中干しの実施

・中干し開始の茎数となりました。各圃場の生育に応じて中干しを実施。

●溝切のポイント

・ 溝切りは、落水3～7日後、田面がやや固まった状態で

実施する。溝切り間隔は5m。

●溝切りの効果

・ 登熟良好：中干しと併せ無効分げつを抑える。

・ 穂実向上：後半までの間断通水が容易。

・ 収穫作業：落水が速やかで、コンバイン作業がし易い。

後発のホタルイや広葉雑草

が目立つ圃場は中干しの際

に広葉専用の除草剤や後期

除草剤を散布しましょう。

 広葉除草
バサグラン粒剤

（落水散布）

１回目 ６月２２日（土）、２３（日）

２回目 ７月６日（土）、７日（日）

地域ぐるみの草刈りで

斑点米カメムシの発生

や帰化アサガオ類を減

らしましょう。

中干し・溝切の準備をしましょう！
６月に入っても降雨がなく好天が続き、気温も平年値よりも高くなりました。その結果、茎数も順調に増加していま

す。早いところでは今週末には目標茎数４００本／㎡に達する圃場が見られることが予想されます。圃場を観察し、

中干し・溝切の準備を始めましょう。

今週の調査では、気温が高く推移したこと

によって圃場によっては急激に増加してい

ました。結果、茎数は平年よりやや多い～

並み、草丈は平年並み、葉色も平年並み

となりました。

中干し開始目安

茎数320本/㎡

地区 田植方法 茎数（本/㎡）

福井 移植 366.7

嶺南 移植 388.7

371.7平年値

【各地区の現在の茎数】

３．雑草対策


